
2006年度 小委員会活動成果報告 
（2007年 2月 5 日作成） 

小委員会名 耐火被覆小委員会 主 査 名：田坂茂樹 
就任年月：  年 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

防火委員会 委員長名：室崎益輝 

設 置 期 間    2005年 4月   ～    2007年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

（具体的な目標） 
鋼構造部材を対象に、合理的な耐火被覆の耐火性能評価方法を考える。これを考

えるにあたり、次のような項目を研究する。 
①耐火被覆材の諸定数     ②耐火被覆材の種類 
③耐火被覆材の含水率     ④温度計算法 
⑤試験及び評価方法 
（活動の具体的方法、内容） 
初年度： 
これまでの研究成果をふまえ、国際的に調和した合理的な試験及び評価方法を検

討していく。特に合成耐火被覆材の諸性能を整理しまとめていく。 
２年度： 
これまでの試験データをふまえ、温度計算法及び評価方法の検証を行い、提案を

行っていく。 
委員公募の有無：無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

主査 田坂茂樹 (（財）日本建築総合試験所) 
   中村賢一 (（財）ベターリビング) 
   河野 守 (国土交通省国土技術政策総合研究所) 

棚池 裕 (建築・住宅国際機構) 
   成瀬友宏 (独立行政法人建築研究所) 
   佐藤博臣 (（株）イー・アール・エス) 
幹事 白岩昌幸 (（財）建材試験センター) 
    田中 治  (ロックウール工業会) 
    畑地 実   (ロックウール工業会) 
 

設置WG 
 なし 

2006年度予算   147,000 円 ホームページ公開の有無：まもなく公開予定 

委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 
委員会開催数    6回（年度内計画を含む） 
刊行物 
（ なし 

講習会 なし   

催し物 
 なし 

大会研究集会 なし 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
本小委員会報告書「合成耐火被覆を施した柱・はりの耐火性能」を公開すべく準

備をおこなっている。 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

合成耐火被覆材の諸性能については平成 12 年までに大臣認定を取得したものに
ついてはほぼ整理することができた。現在、これらを報告書にまとめ調整をおこ

なっている。 



委員会活動の問題点 
・課題 

耐火被覆材のうち吹付ロックウールについては整理が進んでいるが他の被覆材

についてはこれからとなる。 

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


